
イフジ産業の鶏卵相場予想

2026年 10月 の鶏卵相場予想

315円

（全農東京相場LM加重平均）
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全農東京鶏卵相場 2022年～2026年
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※2026年09月の相場は09月25日までの平均値。2026年10月は予想値。

※予想は当社独自のものであり、あくまで予想です。

※この情報に関するお問い合わせ等はご遠慮ください。

＝
「タマゴテック」でライフスタイルの殻を破る

９月の相場ですが、Lサイズ３００円・Мサイズ２９５円にてスタートしました。１７日にＬサイズＭサイズともに５円

上昇し、その後は現在に至るまで保合となっております。（２０２６年９月２５日時点のＬＭ加重平均は２９８．

７円）

供給面に関して、餌付け羽数は前年比１～７月平均で９６．５％と飼料価格高騰に伴う生産コスト等の増加に

よって増羽には至っておりません。また、残暑や全国的に発生している天災の影響で飼養羽数にも一定の影響が出てい

ると思われます。一方の需要面において、大手ファーストフードチェーンを中心に各業態で月見商戦が行われている他、

学校給食も再開された事によって引き合いは増加傾向にあると感じます。

さて、１０月の相場予想ですが、供給面ではようやく猛暑が収まってきて、産卵率・個卵重の回復が期待できる季節と

なってくると思われます。しかし、前述の通り天災の発生、引き合いの増加によってタイトな状況が続いていくものと思われ

ます。需要面に関しては、気温の低下と共に徐々に増加してくると思われます。１０月中旬～下旬頃まで外食筋を中

心に月見商戦が継続していく事や、紅葉シーズンが開始してくる事でホテル、土産関係など観光面における需要も増加

してくると思われます。

１０月の鶏卵相場に関して、上記要因から月間ＬМ加重平均は３１５円付近と予想致します。ただ、１０月以降

は国内における鳥インフルエンザの発生期間に入る事で鶏卵情勢を取り巻く環境が変化していく可能性が高いため、引

き続き注視していく必要があります。

(円)

(月)


